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４．入院（その 10）について 
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 はい。それでは、続きまして「入院（その 10）について」を議題といたします。

事務局より資料が提出されておりますので、説明をお願いいたします。 

  

 

 はい、医療課長でございます。それでは、「入院（その 10）」につきまして、資料

「総－４」を用いまして、ご説明をさせていただきたいと思います。 

 

これは昨年末にご議論いただきました入院の中でシミュレーションにつきまし

て、ご報告し、その方向についてシミュレーションすべしということでございまし

たので、そのデータを整えたものでございます。 
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説 明 

１．一般病棟用の重症度、 

医療・看護必要度等について 

 

  

  

 ２ページに目次がございます。 
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 ページをお進めいただきまして、３ページ以降でございます。 

 

 ３ページ目から５ページ目が現在の状況といたしまして、急性期一般入院料１の

病床数など、 

  

 令和２年度以降、どのような傾向になっているかということをお示ししてござい

ます。 

 

 ちなみに、この急性期一般入院料１に関しましては、令和２年以降、増加傾向と

なっているところをお示ししてございます。 
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 ６ページ目、７ページ目は、現行の重症度、医療・看護必要度の概要でございま

す。 
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 そして、８ページ目は、該当患者割合の平均というところでございます。 
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 ９ページ目。 

 

 こちらは必要度ⅠとⅡ、ローマ数字Ⅰ・ローマ数字Ⅱの届出状況でございます。 

 

 現在、必要度Ⅱの届出が要件になっていない急性期一般入院料１の 200 床未満。 

  

 それから、急性期一般入院料２・３の 200床から 400床におきましても必要度Ⅱ

の届出が進んでいると。 

  

 こういう状況になってございます。 
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 10ページ目からが、シミュレーションについて 12月にご議論いただいた際の 

資料でございます。 

 

 まず 10ページ目は、これまでのご意見を踏まえた個別項目の見直しで、 

  

 どのぐらい、その該当患者の割合に影響があるかということをお示ししてござい

ます。 
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 11ページ目に記載しております見直し案、この案１から見直し案４というものを

お示ししてございまして、 

  

 今回、シミュレーションを行ったところでございます。 

 

 もう少し細かくご説明を申し上げますと、案１と案２でございますが、これは救

急搬送後の入院の評価日数を１日にするか２日にするかで異なってございます。 

 

 また、案３と案４でございますけれども、これに加えまして、「抗悪性腫瘍剤の使

用」につきまして、Ａ得点でございますけれども、２点から３点にする案というふ

うにしてございまして、 

 

それぞれ場合分けをして４とおり、案１から案４ということでお示しをしたいと

考えてございます。 
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 また、急性期一般入院料１におきましてはＢ得点が、基準から除くということで、

ご提案しておりまして、こういうことを踏まえまして、 

  

 13ページの下段のとおり、こちら、該当患者割合については、割合①、これは 

必要度該当患者割合でございまして、この 13ページの図で申し上げますと、墨囲み

のＡ分の墨囲みＣという所と、 

  

 それから、割合②という所は、これは必要度またはＡ２点以上の患者割合という

ことで墨囲みのＡ分のＤということでございまして、 

 

この２種類を用いまして組み合わせてシミュレーションを行ったものでござい

ます。 
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 15ページ目からが、まず急性期一般入院料１のシミュレーション結果でございま

す。 
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 16 ページでは、各見直し案による該当患者割合の変化をお示ししてございます。 
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 18ページでございますけれども、現在、先ほど申し上げた必要度Ⅰですね。ロー

マ数字Ⅰの届出を行っている施設につきまして、必要度Ⅱで測定を行った場合との

差を見た結果でございます。 

 

 現在は必要度Ⅱに変更すると、該当患者割合が 1.7％低下するのに対しまして、 

  

 見直しを行うということでシミュレーションをいたしますと、 

  

 割合①に関しましては 0.1％、 

 割合②は 0.6 から 0.7％の差となってございまして、 

  

 このⅠとⅡの差というものが小さくなっているということをお示ししているも

のでございます。 

  

  

http://chuikyo.news/
http://chuikyo.news/


 

 

Copyright © 2019 http://chuikyo.news   All Rights Reserved 

 

165 

 

  

  

 19ページでございます。 

 

 各見直し案による医療機関ごとの該当患者割合の分布でございます。 

 

 割合①と割合②につきまして、一定の基準以下となる医療機関の割合をあわせて

お示ししているものでございます。 
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 こうした分布などを踏まえまして、20 ページから 23 ページ目に、各見直し案に

おける基準の設定の案をお示ししてございます。 

 

 資料の読み方を具体でご説明を申し上げます。 

 

 20ページ目でご覧いただければと思いますが、これ、見直し案１の場合でござい

ます。 
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 ここで右上にございますとおり、判定基準の組み合わせで、Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄとい

うふうにございます。 

 

 それぞれ基準該当患者割合①が「15％」「15％」「18％」「18％」。  

 該当患者割合②の基準を「24％」「28％」「24％」「28％」というふうに、 

  

 ２掛ける２で４とおりということでございますけれども、４とおりの基準の設定

を案として示してございます。 

 

 例えば、Ａをご覧いただきますと、Ａというのは 

該当患者割合①が 15％、 

該当患者割合②が 24％ 

というふうに設定した場合ということでございますけれども、 

  

 これですと、基準を満たす医療機関が現行よりも 4.7％減少する。  

 そして、病床数ベースですと 1.9％減少すると。 

  

 こういったように見ていただければというふうに思います。 
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 また、表の下のほうでございますけれども、 

 

平均在院日数が一定の日数以下の群における影響を示してございます。 

 

 こうしたＡからＤ、これはそれぞれパーセントを変えたときでございますけれど

も、４とおりの判定基準の組み合わせについて、 

  

 見直し案１・２・３・４について、それぞれお示しをしてございます。 
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 ここで、すみません、私ども事務局から１点、数値の訂正をさせていただきます。 

 

 22ページ。見直し案３の場合の、この「見直し後」の数値で誤っているところが

８箇所ございました。 

 

 見直し後、ページ数で申し上げますと、22ページでございます。 

 

 「現行」から「見直し後」というふうに左から右になってございまして、「見直し

後」の一番上の四角でございますけれども、 

  

 その中で、Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄとありまして、その３つ目の青い囲みで、基準を満た

す医療機関の増減で、星印で「カッコ内は病床数ベースの増減」、その下に、 

  

 200床以上(n=963) 

 200床未満(n=409) 

 とございます。 
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 その右側の８つの数字が、これは事務局の計算ミスでございまして、お詫びとと

もに訂正をさせていただきます。 

 

 暫定で計算したものを今、申し上げますけれども、きちんと精査をしましたもの

を後日、きちんとご報告申し上げ、そしてまたホームページにも掲載したいと思い

ますが、上から、0.7から始まっております。 

 

 「-0.7」「-10.0」「-1.7」「-10.0」になっておりますが、これ、計算いたしました

ところ、 

 

 左から「-1.3」「-15.2」「-3.0」「-15.3」。 

 

 その下の段でございますが、ここの記載では「-10.2」からなっております右側４

つの数字でございますが、 

 

まずここが「-11.7」「-29.1」「-14.2」「-29.8」となるというふうに現在、計算し

てございます。 

 

 ここはお詫びを申しまして訂正をさせていただきたいというふうに思います。 

  

  

http://chuikyo.news/
http://chuikyo.news/


 

 

Copyright © 2019 http://chuikyo.news   All Rights Reserved 

 

172 

 

  

  

 それでは、説明を続けさせていただきます。 
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 24ページ目から 27ページ目でございます。 

 

 こちらは判定の基準について他の組み合わせを行った場合の影響につきまして、

ご参考として掲載しているものでございます。 
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 続きまして、28 ページ目に、こちら以降は急性期一般入院料２から５についてで

ございます。 
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 29ページ目は、必要度、ローマ数字Ⅰの医療機関におきまして、必要度Ⅱを用い

て評価した場合の影響でございます。 

 

 現行は必要度Ⅱに変更しますと、約２％、該当割合が低下するのに対しまして、

見直ししたあとには、0.3から 0.4の低下にとどまるということになります。 

  

  

http://chuikyo.news/
http://chuikyo.news/


 

 

Copyright © 2019 http://chuikyo.news   All Rights Reserved 

 

178 

 

  

  

 30ページ目は、急性期一般入院料２における該当患者割合の平均と分布について

示したものでございます。 
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 31ページ目から 34ページ目は、 

  

 この急性期一般入院料２における見直し案１から４について、一定の基準を置い

た場合に基準を満たす医療機関の増減について示してございます。 

 

 ここでは、必要度ローマ数字Ⅰでは 22％。必要度ローマ数字Ⅱでは 21％というふ

うな基準の案を置いてございます。 
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 ページ進みまして、35ページ目から 39ページ目でございます。 

 

 こちらは急性期一般入院料４におけるシミュレーション結果と判定基準の見直

し案でございます。 

 

 この４におきましては、必要度ローマ数字Ⅰのほうは 16％、必要度Ⅱでは 15％と

いう案でシミュレーションしてございます。 
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 最後に 40 ページから 44 ページ。 

 

 こちらは急性期一般入院料５でありますけれども、 

 

ここでは必要度ローマ数字Ⅰでは 12％、必要度Ⅱでは 11％という基準の案で 

お示しをしてございます。 
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 次に、45 ページからでございます。 

 

 こちらは関連する参考資料ということでございます。 
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 こちらは 46ページから 51ページで、令和４年度の改定の際のシミュレーション

で、 

  

 基準を満たす医療機関の割合がどの程度増減する、ということで議論されていた

か、について掲載をしてございます。 

 

 これは、ご参考というところでございます。 

  

 52ページ以降でございます。 
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 こちらは、これまで急性期一般入院料１における平均在院日数の基準についても

ご議論いただいておりますので、関連する資料を再掲しているものでございます。 
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説 明 

２．ＩＣＵ・ＨＣＵの重症度、 

医療・看護必要度等について 

 

 

  

 続きまして、２つ目のテーマでございます。 

 

 68ページ目以降となります。 

 

 こちらは治療室の必要度についてでございます。 
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 69ページ目に、届出の状況でございます。 

 

 こちらで下の段、ご覧いただきますと、ハイケアユニット、ＨＣＵの入院医療管

理料が増加しているということがおわかりいただけるかというふうに思います。 
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 70ページが治療室用の必要度の概要でございまして、 
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 71ページ目、72ページ目がＩＣＵにおける該当患者割合の平均でございます。 
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 73ページは、ＩＣＵ等の必要度Ⅰ・Ⅱの届出状況でございます。 

 

 多くのＩＣＵと救命救急入院料を算定する治療室で、必要度Ⅱの届出がなされて

いるという、こういう状況でございます。 
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 75ページが、前回にご議論いただいた資料でございます。 

 

 ＳＯＦＡスコアの概要については 74ページにございますけれども、 

 

こちら、ＳＯＦＡスコアが一定以上である患者割合が一定以上あることを要件と

するということでシミュレーションを行ってございます。 
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 77ページ目以降がシミュレーションの結果でございます。 

 

 まず必要度ローマ数字ⅠとⅡの差について、現行では必要度Ⅰで、18.3％、20％

近く該当患者割合が高くなるのに対しまして、 

  

 見直し案１ではマイナス 3.7％、 

 見直し案２ではマイナス 13.1％と示しておりますが、 

  

 それぞれ、４％あるいは 13％程度、いずれも一定程度、差が少なくなるというこ

とがわかりいただけるかと思います。 
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 それでは、ページを進ませていただきまして 79ページでございます。 

 

 見直しによる該当患者割合の変化についてお示しをしてございます。 

 

 見直し案の１では、現行よりも該当患者割合が高くなる。 

  

 見直し案２では、該当患者は低くなるということでございました。 
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 80ページ以降、こうした結果を踏まえた判定基準の案について、お示ししてござ

います。 

 

 80ページの上の表でございます。 

 

 こちらは現時点で全てのＩＣＵが必要度ローマ数字Ⅱを用いたと仮定した場合

からの、基準を満たすＩＣＵの増減になりますが、 

 

ここでは入室時のＳＯＦＡスコアが５点以上の患者割合が 10％以上あることを

要件とした上で、必要度の判定基準案１であれば 80％、案２であれば 60％としては

どうかという案にしてございます。 
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 81ページはＩＣＵ３・４における判定基準の案でございます。 

 

 ここでは、入室時のＳＯＦＡスコアが３点以上である患者の割合が 10％以上であ

ることを要件とした上で、 

  

 必要度の該当患者割合が案１であれば７割、70％。 

 案２であれば 50％程度としてはどうか。 

  

 というふうにしてございます。 
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 82ページは、救命救急入院料２・４におきまして、ＩＣＵによる、判定における、 

  

 判定基準の案を用いた場合の影響を示しているところでございます。 
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 次、83ページでございます。 

 

 こちらはハイケアユニット用の必要度についてでございます。 
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 84ページにありますとおり、前回のご議論では項目の見直しに加えまして、 

  

 重症度の高い患者と相関性の高い項目の実施割合である割合①と、  

 その他を含めた全ての項目の実施割合であります割合②を組み合わせてシミュ

レーションを行うことを提案させていただきました。 
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 85ページが、ハイケアユニット入院医療管理料１における該当患者割合の変化で

ございます。 

 

 割合①は現行よりも大幅に低下しますけれども、 

 割合②に関しましては、現行と大きくは変わらなかった結果ということでござい

ました。 

 

 また、レセプト電算処理システム用コードを用いた場合も現行の評価方法と大き

な変化はございませんでした。 
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 こうした結果を踏まえまして、86ページに見直し後の基準の案をお示ししてござ

います。 

 

 割合①を 15％、割合②を 80％というふうにしてございます。 
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 87 ページ、88 ページにハイケアユニット入院医療管理料２における結果と見直

し案を同様に示しておりますが、 

  

 ここでは割合①を 15％、割合②を 65％というふうにしているところでございま

す。 
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説 明 ３．療養病棟入院基本料の医療区分について 

 

  

 

 それでは、３つ目ですね。 

  

 「療養病棟入院基本料の医療区分について」でございます。 
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 こちらが、90ページ。 

  

 12月 22 日の中医協総会におきまして、医療区分の見直しの影響について、 

  

 「療養病棟入院料２のシミュレーションも提示すべき」といったご指摘をいただ

いたところでございます。 
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 91 から 104 は再掲の資料でございますので、説明は割愛させていただきまして、 
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 105ページ、106ページでございますけれども、まず 105ページは、療養病棟入院

基本料１の各入院料につきまして、 

 

「疾患・状態」の医療区分と「処置等」の医療区分に細分化した場合、どの分類

に該当するのかをお示しするシミュレーション結果となります。 

 

 医療区分３につきましては、５つ 

 医療区分２につきましては、３つ 

  

 に分類されることとなるわけでございますけれども、 

  

 例えば、一番割合が高いのは緑でお示ししている「疾患・状態」の医療区分１か

つ「処置等」の医療区分が３の場合でして約６割というふうになってございます。 

 

 また、他の分類と比べまして医療資源投入量が高かった「疾患・状態」の医療区

分が３かつ「処置等」の医療区分３である割合が大体２割となってございます。 

http://chuikyo.news/
http://chuikyo.news/


 

 

Copyright © 2019 http://chuikyo.news   All Rights Reserved 

 

234 

  

  

  

 これを療養病棟入院基本料２について同様の分析をしたものを 106ページにお示

ししてございまして、傾向は同じということでございます。 
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説 明 ４．課題と論点 

 

 

 

 それでは、論点に進ませていただきます。 

 

 108ページにございます。 
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 大きく３つございまして、「一般病棟用の重症度、医療・看護必要度等について」

ということでございますけれども、２つ丸がございますけれども、まず１つ目の丸

が重症度、医療・看護必要度の項目の見直し及び判定基準の設定についてどのよう

に考えるか。 

  

 ２つ目の丸で、平均在院日数の基準について、どのように考えるか。というふう

にさせていただいております。 

 

 ２つ目の括弧が、ＩＣＵおよびハイケアユニット用の重症度、医療・看護必要度

についてでございます。 

 

 １つ目の丸でございますけれども、ＳＯＦＡスコアと組み合わせた評価を行う上

での判定基準についてどのように考えるか。 

 

 ２つ目は、ハイケアユニット用の重症度、医療・看護必要度の項目及び該当患者

割合の在り方の見直し並びにレセプト電算処理システムコードを用いた評価の導

入についてどのように考えるか。 
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 ３つ目の括弧でございますけれども、「レセプト電算処理システムコードを用い

た測定の推進について」ということでございます。 

 

 業務負担の軽減と測定の適正化いう観点から、許可病床数 200床未満の急性期一

般入院料１及び許可病床数 200 床以上 400床未満の急性期一般入院料２・３並びに

特定集中治療室管理料及び救命救急入院料２・４において重症度、医療・看護必要

度Ⅱを用いることを要件とすることについてどのように考えるか。 

  

 とさせていただいております。事務局からの説明は以上でございます。 

  

 

 はい、ありがとうございました。 
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